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受望」易におけろF1/‐の力学哺性「関する汗究が最並をされてヽ ろヽl)しかし、その試験スに哺問題があり、まt結

果の評価ス〔も不BR■点が多いように恙われる。か報告tl′この後の試隊弘ゼ評価議で最並場,■おける″ケの強度

峙性を調 るヾことの問題点を若千論じ′春t.さ ん断`遊水を同時に史歌できる一面せん断耀 `単純じん断社
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せん断にともなう盗米條数の低下の原因1■ついての若イの考察ι々 reSう。

2、試料、実験縫置′電験ぶ去

試料〔時、客さ工,曽勅 ,)llめそれにがラスビーズの4准を夜用しto s
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① きさ土′濡拳少′!1沼〉て`しつ粒子の17/ポが若千偏子であろtめさん断による准

手の再函]列により盗米條数のこ千力暇3こる。

② 鰤 成崎rFAがりを持って分布してぃた問隙径が′じ

ん断l■より麦イリし′そたにこもない盗米係数が低下する。

薇う燃本の理請寮後の変化を調■
.ること嗜難しい,粒 子の77かくの

形̀ 『を調バ`るに嗜′多わ戌の試料を使用すればよい。そんで′暉

ぼ採彰をして、ヽるプラスC―で`左使用しに。

和 せん断装置を図-2〔 示す。この社置tオ′tLん断中ヽこ1試

験を中断することなく盗ネ場謙験芝行なえる。デ機Ltttt′響宅廟休

上書予がう下向きに流熱_る。上端酢ぞ嗜水圧左チЦたしており′下

端許て博太気二である。plltt ltゴム頭を介して空丘て与えられ

l χ丘径力■ヵ寺占線

る。栄験tt上哉風a7k,形芽剰F■αょ栴=濡 ′楳孝燃″後ユれ′高さ2.3car度でなで,t。■ぉ′単純亡ん断

装置客新 し ・ヽ試作 したのt`′一面せん断嘔Zゞ て薇源砕内のひずみ獨 がカ ーここゎれ′ し たがって供試僣ふさ

デら求めt盗オィ紺散も―面さん断1■“べ`て亀味を持つこ渚んられぅがうである。

3.彙験結果と考索

安験結果を述ヾ る前〔′現盗場における強蔵特性を薯素調験で調式
｀
ぅ現合の問題点に急キしておく。ひとつ嗜′

縦采いう指哺ざシしているように平素肉に要ネ刀が5え力のイ均′性があり′燿索試験`なりえてない斎、である。t
うひとっti′し,と基本的なここであるが′本史尋禽のような場合′力のタフリイトヽ式は文式こなる。
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